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薄茶点前における泡の生成と視線滞留時間の関係：
健聴者・難聴者における認知プロセスの比較分析
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1. 背景 l Background 2.研究目的 l Purpose

薄茶の出来栄えは泡の細かさや
均一性に大きく左右される

同じ条件で点茶しても泡品質には
個人差がみられる

視線行動・瞬目と泡品質
の関係を分析し，良質な
泡生成に関わる認知的特
徴を明らかにする

泡品質に関わる認知的要因は
十分に明らかになっていない

難聴者は健聴者より視覚情報への
依存が高いことが知られている

着目した点

瞬目の少なさ = 注意集中の指標

難聴者は視覚情報への依存度が高い

視線行動の違いが泡品質に影響
するのではないか？

視線行動 注意集中

（瞬目減少）
泡品質

参加者

健聴者群 難聴者群

20歳以上の教職員

（男性5名・女性5名） （男性7名・女性3名）

10名10名

（裏千家点茶の工程）

視線計測

実験課題

泡品質評価

Webカメラ

MediaPipe

アイトラッキング

・EAR (Eye Aspect Ratio)で瞬目を検出

（EAR < 0.20 を閉眼と判定）

・視線方向を４方向に分類

上 下 左 右

・抹茶 2g ・お湯 80 ml（約80℃）

・統一した茶碗・茶筅を使用

・約１分間の点茶動画を視聴
（字幕付き・音声なし）

① 泡の被覆率
② 泡のきめ細かさ
③ 泡の均一性
④ 大きな泡の少なさ
⑤ 茶碗の縁の美しさ
⑥ 中心部の泡のきめ細かさ

（6項目・５件法）

●

● 縁

中心部

評価者：茶道経験者３名（独立評価）
評価者間一致度: ICC(3 , k) = 0.95 （非常に高い）
３名の平均値を分析に使用
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4. 結果 l Results

瞬目滞留時間の比較結果①

難聴者群は瞬目滞留時間が有意に短い

※難聴者群1名は計測エラーのため解析から除外

（n = 10） （n = 9）※

視線滞留方向の割合結果②

難聴者群は下方向への注視割合が高い

泡品品質評価の比較（６項目）結果③

「中心部の泡のきめ細かさ」で
有意差（p = .047）

難聴者群のほうが高評価

* p < .05

*

（健聴者群: 19% 難聴者群: 33%）

（健聴者群: 3.07 難聴者群: 3.93）

5.考察 l Discussion 6.結論 l Conclusion

7. 今後の展望 l Outlook 謝辞 l Thanks 参考文献 l References

難聴者群は瞬目滞留時間が有意に
短かった（p = .016）

難聴者群では下方向への注視割合が
高い傾向がみられた

「中心部の泡のきめ細かさ」で
有意差が認められた（p = .047）

良質な泡生成には
継続的な視覚的注意が関与する
可能性が示された
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❶瞬目抑制は注意集中の表れ ➋下方向への注視が多い ❸視覚情報利用の効率化と可能性

本研究で得られた視線行動および瞬目の特徴を基に、
良質な泡生成につながる注視対象や注視タイミングを
明示した教材動画を作成し、その教育効果を検証する。

瞬目が少ないことは
泡や茶筅の状態変化
に対してより継続的
に注意を向けていた
可能性を示す

良い泡の特徴 教材動画へ反映

（Wascher et al., 2015; Maffei & Angrilli, 2020）

茶碗内の泡の状態を
確認しながら茶筅操
作を調整していた可
能性がある

聴覚入力の低下に伴う感
覚代償により難聴者では
特定の視覚情報処理能力
や注意配分が向上する可
能性が報告されている

（Lee et al., 2022）（Gioiosa Maurno et al., 2024）

瞬目抑制と下方向への注視は継続的な視覚的注意の持続を
反映している可能性がある
※本研究は健聴者群と難聴者群の「優劣」を比較するものではなく、良質な泡生成に関連する
認知的特徴を探索的に検討したものである。
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